
第８回

2018.12.15(土)
17:00終演予定



プログラム 
 

 ●オープニング／トーンチャイム演奏・手遊び（Ｌクラス１年）  

１ 
身体表現（下見保育所 ４歳児） 

 「きりん組 からだ科学館へようこそ」 （１３：０５頃） 

 ●幕間／手遊び（Ｆクラス１年）  

２ 
ボディパーカッション（九州大谷幼稚園 年中児） 

 「みんなで楽しくリズム！」 （１３：１５頃） 

 ●幕間／ブームワッカー演奏・手遊び（Ｍクラス１年）  

３ 
造形遊び（Ｇクラス） 

 「つくってあそぼう～にじいろのしまうま～」 （１３：３５頃） 

 ＊ 休憩（１０分間）＊ 
 

 ●幕間／手遊び・歌（Ｈクラス１年）  

４ 
劇（Ｉクラス） 

 「くろくんとなぞのおばけ」 （１４：１５頃） 

 ●幕間／手遊び・歌（Ｇクラス１年ａ）  

５ 
運動遊び・身体表現（Ｆクラス） 

 「Over The Rainbow」 （１４：４５頃） 

 ●幕間／手遊び（Ｉクラス１年ａ）  

６ 
シルエット劇・ショートストーリー（Ｌクラス） 

 「わたしは５歳」 （１５：０５頃） 

 ＊ 休憩（１０分間）＊ 
 

 ●幕間／ボディパーカッション（Ｆクラス１年）  

７ 
ペープサートと音楽（Ｈクラス） 

 「３びきのやぎのがらがらどん」 （１５：４０頃） 

 ●幕間／手遊び（Ｉクラス１年ｂ）  

８ 
劇（クラスＭ） 

 「☆The plaace where we can shine☆」 （１６：０５頃） 

 ●幕間／手遊び・トーンチャイム演奏（Ｇクラス１年ｂ）  

９ 
車いすダンス・手話（ＳＴクラス） 

 「みんなの輝き繋げていこう～人生無限大～」 （１６：３５頃） 

   

 
講評 

吉栁佳代子 （幼児教育学科講師）  
   
 

挨拶 

森永牧子（幼児教育学科学科長）  
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第８回「遊びと表現発表会」によせて 
 
 
平成２３年より始まりました「遊びと表現発表会」も今回で第８回を数えます。 
本日皆さまにお集まりいただき、学びの集大成として「遊びと表現発表会」が開催できますことを幼

児教育学科・専攻科福祉専攻の学生ともども、大変喜ばしく感じております 
 
幼児教育学科・専攻科福祉専攻では、開学５０周年に向けて、「共に育ちあう人へ〜遊びと表現が育

てる保育と介護の力〜」の実現のために、豊かな遊びや自由な表現を保育・教育の専門性の具体と捉え、

子どもの可能性を引き出せる実践力と、いのちに寄り添い支えることのできる人間力を持った保育者・

援助者養成を目指し教育を進めております。 
 
「遊びと表現発表会」は、幼児教育学科・専攻科福祉専攻が目指す教育を具現化したものであると言

えます。それは「本学の願い」である「人生の主体者となる・共に歴史と世界を生きる・問いを学ぶ」

ことが、遊びと表現活動において学生・教員が共に実践できる場であるからです。 
さらに、保育は子ども達が様々な生きる力を獲得するのを援助することであり、介護は介護を必要と

する人たちが生きる力の再獲得、あるいは維持を援助する事であると考えます。そのいずれにおいても、

子ども達あるいは利用者の皆さんが「遊びや表現を主体的に行う者」となることによって可能になるの

です。それらの援助をするための意志と実践力を確かなものにするのがこの発表会に向けてのとりくみ

です。 
 くわえて、表現力は同時に鑑賞力でもあります。学生は今回のとりくみ・遊びや表現の体験を通して、

幼い子どもたちや援助を必要とする方々の、遊びや表現の良き理解者・よき受け手となることも期待さ

れています。 
  
今回は、九州大谷幼稚園と下見保育所（筑紫野市）からの発表会参加のご協力を得ることができまし

た。九州大谷幼稚園、下見保育所の園児の皆さん、先生方、保護者の皆様方に感謝しております。今後

も発表会の発展と学生の学びを確かなものにするために、地域の現場との連携を深めてまいりたいと思

います。 
  
幼児教育学科の６つのクラスと専攻科福祉専攻の特色ある発表と、幕間では、１年生が授業での学び

も披露いたします。ご来場の皆さま方には、学生と教員の「共に生きようとする姿」をあたたかく見守

り、共に各クラスの成果を楽しみ、今日までの取り組みに思いを馳せていただけたらと存じます。 
 
２０１８年１２月１５日 

 
九州大谷短期大学 幼児教育学科 

学科長 森永 牧子 
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 身体表現は自分で観たもの、感じた事を身体で表現します。感じ方は一人ひとり違うの

で、表現もいろいろです。どの動きも間違いではなく、自分らしさを発表します。 

 体験したり調べたりすることで、観察力・想像力を培い、友だちと作りあげることで協調性

が育ち身体全身を動かすことで、運動能力も身についていきます。 

身体表現  

「きりん組 からだ科学館へようこそ」 
下見保育所 ４歳児 

 

《ねらい》 

 ・友だちと協力して表現することを楽しむ 

 ・福岡市科学館で学んだ事、絵本や図鑑で調べたことを身体を使って表現する 

 

 

 ６月の園外保育で福岡市科学館に行きました。聴診器で自分の心臓の音を聴いたり、血

液の流れる様子や筋肉の動きなどを見たりする事ができました。 

 それから身体の仕組みに興味津々になった子どもたち！「骨がいっぱいあるとよ」「食

べたものはどうなるのかな？」と絵本や図鑑を見ながらたくさんのことを発見し、表現す

ることを楽しんできました。 

 今日は、みなさんを『きりん組 からだ科学館』へご案内します！！からだの不思議をお

楽しみください！ 

 

 

～発表を見るポイント～ 

見ている人を意識して自分で工夫している様子や体験したこと、想像したことを自分の

身体で伝えるところ。 

 

 

 身体表現はおもしろい 
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 ボディパーカッションには、子どもたちが遊びとして主体的に取り組める楽しさがありま

す。「みなさんリズム」のようなリズムに乗って身体的活動や発声をする事を通して、子ども

たちは精神的にも開放され、心身の調和が図られます。 

 幼児期にボディパーカッションを体験する事により、単にリズム感や拍子感が養われるば

かりでなく、運動感覚や身体技法としての表現力を培っていくことが出来ると考えていま

す。 

 

 

 

 

ボディパーカッション  

「みんなで楽しくリズム！」 
九州大谷幼稚園 年中児 

 

《ねらい》 

 ・リズムに合わせて身体を使って表現することを楽しむ 

 ・友だちと聴き合いながら、ユニゾンリズムやリズムアンサンブルの楽しさを味わう。 

 

 九州大谷幼稚園年中クラスは、今年度ボディパーカッション教育の考案者である山田俊

之先生にご指導いただき、ボディパーカッションの活動に取り組んできました。色々なリ

ズム遊びや動きの経験を通して活動を思いっきり楽しめるようになってきました。中でも

みなさんリズムでは、人前に出て行う場面があり、普段は前に出ることが恥ずかしくて出

ることが出来なかった子ども達が、リズム遊びを通して自信がつき、人の前に出ても楽し

みながら発表できるようになりました。 

 今回は、沢山の人の前での発表で、ちょっぴり緊張しているかもしれませんが、子ども

達が楽しんできたボディパーカッションを会場の皆さんとも一緒に楽しみたいと思ってい

ます。子ども達と一緒にボディパーカッションに参加して、お楽しみください！ 

それでは、やまちゃんの、楽しいリズムあそび 始まるよ！ 

 

 

 

 ボディパーカッション教育について 
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造形遊び  

「つくってあそぼう ～にじいろのシマウマ～ 」 
九州大谷短期大学幼児教育学科 Ｇクラス 

 

【ご挨拶】 

こんにちは。G クラスの発表は、「つくって遊ぼう～にじ

いろのシマウマ～」です。G クラスは、造形を専門にして

いる恒賀先生が担任のクラスです。そんなクラスですから、

モノづくりが得意な私たちかと思われるかもしれませんが、

得意な人も苦手な人もいます。とはいえ、造形活動はゼロから私たちのイメージを形にし

ていく活動であり、想像したイメージが形になる活動でもある魅力的な活動です。だから

こそ、将来、幼稚園教諭や保育士を目指す私たちは、美術館見学や日ごろの造形の授業で

得た様々な経験をもとに、楽しみながらものをつくったり、もので遊んだりすることを通

して、物語を伝えようと考えました。 

 副題の「にじいろのシマウマ」は、アンパンマンで有名なやなせたかしさんがつくった

絵本「にじいろのしまうま」を底本としてつくった脚本の題名です。主人公となる虹色を

もつシマウマが、色のなくなった世界に自身の彩を与えることで世界に彩が豊かになると

ともに、そこに様々な遊びが生まれる様子を伝えます。 

 シマウマの変化と共に、様々な造形物が登場する様子やその時に流れ

る曲、それに合わせた遊びが展開される様子は必見です。鑑賞する皆さ

んも、今日帰ってから、何かものづくりをしたくなること間違いなしで

す。 

 

【場面編成及び表現担当者】 

 
 

〇 雨の場面 

〈1 年〉 

  ・大久保愛美 

  ・南 柚希 

  ・樋口亜美 

  ・江頭芹奈 

  ・森川有希 

  ・横江咲輝 

〈2 年〉 

  ・境 拓磨 

  ・野田晃平 

  ・甲斐田仁奈 

  ・松尾美咲 

Piano：黒田日奈子 

〇 森の場面 

〈1 年〉 

  ・河口 凌 

  ・諸藤朱音 

  ・山口蒔乃 

  ・橋本 涼 

  ・三小田彩花 

  ・中川皓紀 

〈2 年〉 

  ・阿部遥奈 

・椛島真優 

・山下悟弥 

・堀下有沙 

Piano：末次美咲 

〇 花の場面 

〈1 年〉 

  ・末松美咲 

  ・國武志保 

  ・西原杏奈 

  ・福山里穂 

〈2 年〉 

  ・鳥取千尋 

・築城亜美 

・馬場賢一 

・山浦翔子 

Piano：成清桃子 

Narration：日野ゆりか 
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劇  

「くろんくんとなぞのおばけ」 
九州大谷短期大学幼児教育学科 Ｉクラス 
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運動遊び・身体表現  

「Ｏｖｅｒ Ｔｈｅ Ｒａｉｎｂｏｗ」 
九州大谷短期大学幼児教育学科 Ｆクラス 

 
 
【内容】 

天気（空模様）を題材に、運動あそびやリズムあそび、創作ダンスなどを取り入れ、 
言葉は用いずに身近な小物と身体だけを使った表現活動を行います。 

 
【構成】 
「空模様」の移り変わりを「晴れ」、「曇りから雷」、「雨」、そして「虹」へ。 
「空模様」の様子を表現するのと同時に、人の「心模様」の移り変わりも表現します。 

 
【本発表のメッセージ】 
無邪気に遊び回る子どもたち。なぜ遊んでいるのだろう？ 
きっと、理由なんてものはなく、やらされているわけでもなく、 
どれが正解でどれが間違いなんてものもなく、本能のままにやりたいことを楽しんでいる。 
だから、子どもたちと一緒になって遊べる元気さを持ち、トコトンやりたい遊びに付き合い、 
一緒に遊びそのものを楽しみ、お互いに笑顔になることが大事！ 
子どもと共に感性や感情を豊かにし、さらに引き伸ばしていける人（保育者）を目指そう！ 
そして遊びを通じて、努力することや人と人との出会い、つながりも感じていこう！ 
大人になるにつれて忘れかけている子ども心を思い出し、自分のやりたいことを見つけて、 
ワクワクドキドキな世界（日常）を過ごしていこう！ 

 
エンディングに選んだ曲は、ゆずの「虹」です。 

良い日もあれば悪い日もある。でもそれが当たり前。 
楽しいことばかりではなく、時には痛みや苦しみを抱えることもあるけれども、 
その先は自分次第。勇気を出して、夢と希望を持って、虹を描こう（前に進もう）。 
遠回りしても、つまずいても、 
きっと虹の彼方には、 
素晴らしい明日が待っているから。 

 
 

ご自身の感情とも重ね合わせながらご覧いただき、笑顔になっていただけると幸いです。 
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シルエット劇・ショートストーリー  

「わたしは５歳」 
九州大谷短期大学幼児教育学科 Ｌクラス 
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ペープサートと音楽  

「３びきのやぎのがらがらどん」 
九州大谷短期大学幼児教育学科 Ｈクラス 

 
 今回Ｈクラスでは、『３びきのやぎのがらがらどん』という絵本を使って、

発表を行います。 

そして子どもたちが想像しやすいように登場人物に楽器をつけ、人形劇や音

楽を通して表現します。 

 

 

＜あらすじ＞ 

 ３びきのやぎ、名前はどれも『がらがらどん』と言いました。 

山へ草を食べに行く途中、谷川が流れているのでそこにかかっている橋を渡

らなければなりませんでした。 

しかし、橋の下には岩の怪物『トロル』が住んでいました。 

やぎが橋を渡ろうとすると「ひとのみにしてやろう」と襲い掛かりますが… 

 

       

 

 

 人形劇に出てくる登場人物の動きや場面に合わせた演奏をお楽しみくだ

さい。 
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劇  

「☆Ｔｈｅ ｐｌａｃｅ ｗｈｅｒｅ ｗｅ ｃａｎ ｓｈｉｎｅ☆」 
九州大谷短期大学幼児教育学科 Ｍクラス 
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車いすダンス・手話  

「みんなの輝き繋げていこう～人生無限大～」 
九州大谷短期大学専攻科福祉専攻 ＳＴクラス 

 

私たち専攻科は、「みんなの輝き繋げていこう～人生無限大～」というテーマのもと車イスダンスと

手話表現をお届けします。 
 

【車イスダンス】 

高齢者（Ｓクラス）、障がい者（Ｔクラス）に対する支援を題材にした、誰も

が楽しめる車イスダンスを行います。それぞれのダンスの違いなどをお楽しみ

ください。 

 

 

●目的 

・車イスでこんなことが出来るのかという、気づきのきっかけになって欲しい。 

・レクリエーションとしてダンスを取り入れることで自分の新しく出来ること、 楽しいことを知り、

自己肯定感を強め生活の質を高めて社会参加に繋げたい。 

・子どもとの交流（高齢者が）から生きがいを見つけて欲しい。 

 

 

（曲）Ｓクラス：「パプリカ」/米津玄師 

   Ｔクラス:「ＡＴＨＥＲ ＤＡＹ ＯＦ ＳＵＮ」/映画ＬＡＬＡＬＡＮＤより 

 

 

【手話表現】 

「僕が君の耳になる」という曲の歌詞を、手話表現で行います。歌やダンスとはまた違った表現方法を、

お楽しみください。 

 

 

●目的 

・歌、ダンスそして「手話」という、新しい表現方法を知って欲しい。 

・老若男女問わず、全ての人に楽しんでもらいたい。 

・授業で手話を学び、実際に自分達も手話で耳の聞こえない人にも楽し 

んでもらえるものを表現したい。 

 

 

（曲）「僕が君の耳になる」/ＨＡＮＤＳＩＧＮ 
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